
Ⅷ コミュニティ・スクール推進事業 

１ 目的 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）に関する研修機会の拡充等を図り、
制度や事例についての理解を深めることを通じて、県内の学校運営協議会設置校の一
層の拡大や取組の充実を図る。 
 

２ 事業内容 
   コミュニティ・スクールの全校設置と推進体制の構築をめざす教育委員会を対象と

した「コミュニティ・スクール推進体制構築事業」（国庫補助事業）として実施。 
 
（１）ＣＳアドバイザー派遣 

①趣旨 

・コミュニティ・スクールの立ち上げや推進体制の構築に対して助言を行う実践者（Ｃ
Ｓアドバイザー）を県教育委員会に配置し、市町教育委員会や県立学校からの要請に
応じて派遣する。 

・県内全域において、市町と県立学校との関係の構築や情報の共有を推進するなど、コ
ミュニティ・スクールの設置や取組の充実に資することを目的とする。 

 

②ＣＳアドバイザー 

 

③派遣実績 

 派遣日時 
研修名等 

（派遣先） 

派遣 

アドバイザ

ー 

上段：テーマ・内容等 

下段：参加者等 

1 

４月 15 日（火） 第１回滋賀県ＣＳアドバイザー会議 

６名 

滋賀県コミュニティ・スクールの推進方針
について 

15：00～16：30 県庁新館４階教育委員会室 CS アドバイザー、県教委生涯学習課員 

2 

５月９日（金） 県立学校地域協働モデル校 活動視察 

安藤 清代 

今後の活動内容、活動方針について 

10：30～12：00 滋賀県立愛知高等学校、愛知高等養護学校 
地域コーディネーター、学校管理職、 
県教委生涯学習課員 
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3 

５月 22 日（木） 
地域と学校の連携と協働による「生きる力」育
成事業 地域学校協働活動研修会 

北島 𣳾雄 
山元 尚美 

地域学校協働活動推進員の役割を考える 

15：00～16：30 長浜市役所 

・地域学校協働活動推進員 

・事業取組校の学校長または教頭 
・対象地域の地域づくり協議会、 
まちづくりセンター等の 

地域学校協働活動に関わる方 約 25 名 

4 

５月 23 日（金） 第 1 回 学校運営協議会 

安藤 清代 

愛知高等学校・愛知高等養護学校における

コミュニティ・スクール事業について 

15：00～17：00 愛知高等学校 
学校運営協議会委員、地域コーディネータ
ー、学校職員、県教委生涯学習課員 13 名 

5 

７月２日（水） 第 1 回 学校運営協議会 

安藤 清代 

聾話学校におけるコミュニティ・スクール
事業について 

13：15～15：00 聾話学校 
・聾話学校管理職 
・学校運営協議会委員 約 15 名 

6 

７月 11 日（金） コミュニティ・スクール勉強会 

伊藤 照男 

学校と地域の連携・協働体制の推進のあり
方について 

10：00～12：00 甲良町立甲良西小学校 

学校運営協議会委員  ５名 

ボランティア    約 10 名 
甲良町教育委員会職員 １名 

7 

７月 18 日（金） コミュニティ・スクール勉強会（全職員対象） 

伊藤 照男 

学校と地域の連携・協働体制の推進のあり
方について 

13：30～15：00 甲良町立甲良西小学校 
職員（各種支援員・用務員含む） 

甲良町教育委員会職員 約 30 名 

8 

７月 24 日（木） 守山市コミュニティ・スクールに関する研修会 

北辺 禎雄 

守山市におけるコミュニティ・スクールの

在り方について 

10：00～11：30 守山市役所 
守山市教育委員会事務局社会教育・文化振
興課 課長、参事、係長、指導主事、推進員、

社会教育統括員 ６名 

9 

８月 21 日（木） 長浜市学校運営協議会研修会 

武井 哲郎 

地域と学校の連携・協働を進めるための熟

議 

15：00～16：30 長浜まちづくりセンター 

・各校教職員（参加希望者） 
・学校運営協議会委員 

・地域学校協働活動推進員 
・市事務局（教育委員会事務局教育指導課、
市民協働部生涯学習課） 約 70 名 

10 

９月８日（月） ＣＳへの移行におけるアドバイス 

中村 隆洋 

事務手続きやＣＳ移行のアドバイス 

10：00～11：30 草津東高等学校 草津東高校管理職 ３名 

11 

10 月７日（火） コミュニティ・スクール導入研修会 

北島 𣳾雄 

コミュニティ・スクールの導入に向けて 

15：00～16：30 栗東市立金勝小学校 
金勝小学校長、教頭 
金勝小学校 PTA役員 
市教育委員会事務局学校教育課 ７名 

12 

10 月 23 日（木） CS 会長等交流会 

松田 幸夫 

CS の取組交流 
CS の充実に向けて・CS 推進体制の構築 

15：00～16：30 東近江市役所 東庁舎 
市内 CS 実施校の学校運営協議会会長 
東近江市教育委員会生涯学習課 約 11名 

13 

10 月 29 日（水） 今津東小学校学校運営協議会・研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

14：30～16：30 高島市立今津東小学校 

地域学校協働活動推進員・学校運営協議会

委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 15 名 

14 

10 月 30 日（木） 地域学校協働活動推進員研修会 

山元 尚美 

地域学校協働活動推進員の果たす役割 

15：00～16：30 あいこうか市民ホール 

地域学校協働活動推進員 

社会教育指導員 
教育委員会事務局担当職員 約 30 名 

15 

10 月 30 日（木） 朽木中学校区学校運営協議会・研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい

て 

15：00～17：00 高島市立朽木東小学校 

地域学校協働活動推進員・学校運営協議会

委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 30 名 

16 

10 月 31 日（金） 県立学校地域協働モデル校 活動視察 

安藤 清代 

今後の活動内容、活動方針について 

15：00～17：00 愛知高等学校 
地域コーディネーター、学校職員、ボランテ
ィア同好会（生徒会役員等） 

県教委生涯学習課員 約 15 名 
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17 

11 月 10 日（月） 高島学園 学校運営協議会・研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

15：00～17：00 高島市立高島中学校 

地域学校協働活動推進員・学校運営協議会

委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 40 名 

18 

11 月 12 日（水） マキノ中学校学校運営協議会・研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

13：20～15：20 高島市立マキノ中学校 

地域学校協働活動推進員・学校運営協議会

委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 80 名 

19 

11 月 14 日（金） 彦根市地域学校協働活動推進員研修会 

山元 尚美 

「ＣＳと地域学校協働活動の一体的な推
進」のために ～推進員の困りごと、解決策
をみんなで考えよう～ 

15：20～16：50 彦根市南地区公民館 
彦根市地域学校協働活動推進員、学校職員、 
学校運営協議会委員、市事務局（教育委員会
事務局生涯学習課） 約 45 名 

20 

11 月 14 日（金） 本庄小学校学校運営協議会・教職員研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

14：30～16：30 高島市立本庄小学校 
地域学校協働活動推進員・学校運営協議会
委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 30 名 

21 

11 月 19 日（水） 新旭南小学校学校運営協議会・研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

13：30～15：30 高島市立新旭南小学校 
地域学校協働活動推進員・学校運営協議会
委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 15 名 

22 

11 月 26 日（水） 青柳小学校学校運営協議会・教職員研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

15：30～17：30 高島市立青柳小学校 
地域学校協働活動推進員・学校運営協議会
委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 50 名 

23 

12 月 12 日（金） マキノ西小学校学校運営協議会・教職員研修会 

松田 幸夫 

CS と地域学校協働活動の一体的推進につい
て 

19：00～21：00 高島市立マキノ西小学校 
地域学校協働活動推進員・学校運営協議会
委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 30 名 

24 

12 月 16 日（火） 
県立学校地域協働モデル事業に係る 
第１回推進員連絡会 安藤 清代 

武井 哲郎 

今年度の取組（成果と課題）、来年度に向け
て 

10：00～11：30 県庁４階教育委員会室 モデル校校長、地域コーディネーター 

25 

12 月 17 日（水） 県立学校地域協働モデル校 活動視察 

安藤 清代 

今後の活動内容、活動方針について 

９：00～12：30 能登川コミュニティセンター 
愛知高校教職員・全生徒、地域コーディネー
ター 

県教委生涯学習課員 約 15 名（生徒除く） 

26 

12 月 22 日（月） 日野高等学校 学校運営協議会 設置検討 

中村 隆洋 

学校運営協議会の設置にむけて 

14：00～15：30 日野高等学校 校長、教頭、みらい課員 ４名 

27 

1月 21日（水） 第２回滋賀県ＣＳアドバイザー会議 

８名 

滋賀県コミュニティ・スクールの推進方針

について 

15：00～16：30 県庁北新館５階５-Ａ会議室 CS アドバイザー、県教委生涯学習課員 

28 

1月 30日（金） 高島市青少年指導者育成講座 

松田 幸夫 

こどもを核とした地域づくり 

15：00～17：00 高島市安曇川公民館（ふじのきホール） 

地域学校協働活動推進員・学校運営協議会

委員・教職員 
高島市教育委員会社会教育課 約 60 名 

29 

2月 3 日（火） 近江八幡市コミュニティ・スクール研修会 

伊藤 照男 

地域ぐるみで子どもを育てるコミュニテ
ィ・スクールの推進について 

15：00～16：30 近江八幡市立島小学校 

各校管理職 

CS 担当職員・学校運営協議会委員 
近江八幡市生涯学習課 約 40 名 

30 

2月 17日（火） 
令和７年度「地域とともに子どもを育てる湖南

市教育」に係る合同研修会 

北島 𣳾雄 

県内外の取組に学び、いま一度原点に帰っ
て「地域学校協働活動」「学校運営協議会の
取組」を見直そう 

14：30～16：30 湖南市共同福祉施設（サンライフ甲西） 

市内小中学校 学校運営協議会委員 
地域学校協働活動関係者（地域コーディネ
ーター、地域ボランティア等）、教職員 

湖南市教育委員会事務局学校教育課 
約 100 名 
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31 

2月 24日（火） 
令和７年度 地域と学校の連携と協働による
「生きる力」育成事業 
第３回地域学校協働活動研修会 

伊藤 照男 

地域と学校の連携・協働をさらに進めるた

めに 

15：00～16：30 神照まちづくりセンター 

地域学校協働活動推進員 
事業取組校の教職員 
対象地域の地域づくり協議会・まちづくり

センター等の地域学校協働活動に関わる方 
長浜市事務局（教育委員会事務局教育指導
課・市民協働部生涯学習課） 約 30 名 

32 

３月６日（金） 県立学校地域協働モデル校 活動視察 

安藤 清代 

「株式会社 ECHI」の起業体験プログラム
（生徒による取り組み発表） 

14：00～15：00 愛知高等学校 
地域コーディネーター、学校職員、ボランテ
ィア同好会（生徒会役員等） 
県教委生涯学習課員 約 15 名 

33 

３月 12 日（木） 
県立学校地域協働モデル事業に係る 
第２回推進員連絡会 

安藤 清代 
武井 哲郎 

・今年度の取組について 
・来年度の取組について（県域への情報発信

の方法等） 

10：00～11：30 県庁４階教育委員会室 
モデル校校長、長浜北高等学校長および担
当教諭、日野高等学校長および担当教諭、地

域コーディネーター 

 
（２）コミュニティ・スクールの研修の充実（詳細は「Ⅰ推進協議会の取組」の項に掲載） 

①「学校を核とした地域力強化プラン」研修会（みつめなおして、よりよく①） 
（４月開催） 

② 県立学校等コミュニティ・スクール推進事業研修会（みつめなおして、よりよく②） 
  （７月開催） 
③ 「学校を核とした地域力強化プラン」研修会（みつめなおして、よりよく③） 
（10月開催） 

 
（３）「学校を核とした地域力強化プラン」推進協議会の開催 

・ＣＳアドバイザーから１名が参加し、アドバイザー派遣を通じて得た市町および県立
学校等のコミュニティ・スクール導入・取組充実に関する実情や課題等の情報提供を
行う。 
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（４）県立学校の学校運営協議会設置推進 

県設置方針を策定 

・法改正による努力義務化を受け、県立学校への学校運営協議会の設置を推進する。  

  ・すべての県立学校を対象学校とし、各校の実情や意向に応じて希望する学校から順次設置する。 

令和７年度（２０２５年度）学校運営協議会の設置校 

 校名 設置年度 備考 

1 長浜北高等学校 平成 28年度 設置  

2 瀬田工業高等学校 

平成 30年度 

設置 

 

3 河瀬中学校 中高一貫の 

学校運営協議会 4 河瀬高等学校 

5 伊香高等学校  

6 彦根工業高等学校 
平成 31年度 

（令和元年） 

設置 

 

7 守山北高等学校  

8 甲西高等学校  

⑨ 草津養護学校  

10 国際情報高等学校 

令和２年度 

設置 

 

11 能登川高等学校  

12 八日市南高等学校  

13 愛知高等学校 学校運営協議会は 

２校で１協議会 ⑭ 愛知高等養護学校 

⑮ 甲良養護学校  

16 大津高等学校 

令和３年度 

設置 

 

17 八幡高等学校  

18 野洲高等学校  

⑲ 野洲養護学校  

20 湖南農業高等学校 

令和４年度 

設置 

 

21 栗東高等学校  

22 信楽高等学校  

㉓ 三雲養護学校  

㉔ 八日市養護学校  

25 堅田高等学校 

令和５年度 

設置 

 

26 長浜北星高等学校 学校運営協議会は 

２校で１協議会 ㉗ 長浜北星高等養護学校 

28 守山中学校 中高一貫の 

学校運営協議会 29 守山高等学校 

30 水口高等学校  

㉛ 北大津養護学校  

㉜ 守山養護学校  

㉝ 新旭養護学校  

34 東大津高等学校 
令和６年度 

設置 

 

㉟ 聾話学校  

㊱ 長浜養護学校  

㊲ 盲学校 令和７年度設置  

○番号は、特別支援学校を表す。高等学校 24校（中高一貫の２校含む）、特別支援学校 13校で 33協議会。 
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（５）令和７年度版 「滋賀のコミュニティ・スクール」リーフレット 

 

 ※電子データもご活用ください。（滋賀県学習情報提供システム「におねっと」内に掲載） 

  

  

ＵＲＬ および 二次元コード 

https://www.nionet.jp/lldivision/community_school/index.html 

 

 

 

 

 

～ ２校の取組について紹介（リーフレットより抜粋） ～ 
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県立学校地域協働モデル事業
「子どもに寄り添う」地域と学校の「連携・協働」体制を県立学校で！

県立学校での幅広い地域住民等の参画による、地域と学校の連携・協働体制を促進し、子どもたちを支え、
魅力ある学校づくりに資するとともに、活動を通じて地域のつながりを強化し、地域の活性化を図る。そうし
た取組をモデル的に進め、検証し、県域への普及を目指す。

趣旨

滋賀県教育委員会

地域連携
担当者

■ 学校側の窓口

校 長

活動の企画、
地域との連絡・調整

⇒  学びや体験活動が充実するとともに、地域の方とななめの関係を築き、居場所が増えることで、メンタルケアを図れる。

多様な経験を積むことで、学習意欲が喚起され、自ら課題を解決しようとする資質や能力が育まれる。

⇒ 地域人材による主体的な関わりが、高校の魅力を多様な面で引き出し、生徒と学校の成長につながる。地域資源を生かした

授業づくりが進められる。また、教員の異動に関わらず、持続可能な学校支援体制が担保される。子どもの教育を保護者や

地域住民等とともに担うことで教員の負担軽減につながる。

⇒  地域住民等が自らの経験や知識を子どもの教育に生かすことで、生きがいや自己実現の機会や場がつくられる。学校を舞台

に緩やかなネットワークが形成され、地域の活性化につながる。

子どもにとって

学校にとって

地域にとって

期待される効果

■令和７年度実施
県立学校３校 ２本部

地域コーディネーター
(地域学校協働活動推進員)

地域と学校をつなぐコーディネーターの役割
地域と学校の現状を理解している人

地域学校
協働本部

学校（学校運営協議会）
と目的を共有し、
皆がつながり、
活動できる体制

市役所
（行政）

企業・
商工会

子ども食
堂・福祉
機関

PTA
（保護者）

地域の
園・小・
中学校

後援会
OB・OG

社会教育
関係団体

学校運営
協議会

学校運営や必要な
支援に関する協議

教職員

幅広い関係者による
ボランティア参画

連携・協働
CSとの一体的推進

学校地域

県

実践の
ノウハウ蓄積

学校を核とした地域力
強化プラン推進協議会

県担当者
（関係者）

CSアドバイザー派遣

県域
へ
普及

県域全体

県主催研修

学校経営・校務運営等協議会

情報共有

学校の特色に応じて、テーマ、ローカルでとらえた地域

学校（学校運営協議会）
との連絡・調整）

○学校支援活動
・学習支援
・部活動支援
・校内環境整備
・学校行事支援
・子どもの安全確保、
見守り等

○学校周辺環境整備
・地域学校協働清掃活動
・花壇整備等

○生徒の居場所
・生徒のメンタルケア
等

○学びによるまちづくり
・地域資源を活用した
地域ブランドづくり学習
・町づくり事業への企画参画

○地域人材育成
・地域課題解決型学習
・キャリア教育
○地域行事への参加
・地域・学校協働防災訓練
・地域の伝統行事への参画

○ボランティア活動
・地域のイベントへの参画

地域学校協働活動
【活動の例】

地域とかかわりあう活動の創出

指導・助言

研修への参加

目標、活動方針や取組内容等の共有
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①県立学校地域協働モデル事業について 

県立学校地域協働モデル事業は、県立学校での幅広い地域住民等の参画による、地域

と学校の連携・協働体制を促進し、子どもたちを支え、魅力ある学校づくりに資すると

ともに、活動を通じて地域のつながりを強化し、地域の活性化を図るためものである。 

そこで、県立学校に地域コーディネーター（滋賀県地域学校協働活動推進員設置要綱第

一条の推進員をいう。以下同様。）を配置し、学校運営協議会と連携しながら地域学校協働

活動を推進する取組をモデル的に進め、検証し、県域への普及を目指す。 

 

②モデル指定校および地域コーディネーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｒ７ＣＳリーフレットより抜粋） 

③今年度の取組(伴走支援)について 

〇推進員連絡会の開催 

【第１回】 

日時・場所／令和７年 12月 16日（火）10:00～11:30 県庁 

参加者／東大津高校校長、地域コーディネーター綿谷氏・小寺氏、 

ＣＳアドバイザー安藤氏・武井氏、生涯学習課課員３名 

内容／両校の取組状況についての情報交換 

【第２回】 

日時・場所／令和８年３月 12日（木）10:00～11:30 県庁、オンライン 

参加者／東大津高校校長、愛知高校・愛知高等養護学校校長、長浜北高校校長、 

日野高校校長、地域コーディネーター綿谷氏・小寺氏・中井氏・松村氏、 

ＣＳアドバイザー安藤氏・武井氏、生涯学習課課員３名 

内容／取組状況についての情報交換、県域への情報発信の方法について 

○学校運営協議会への参加 

 モデル校の学校運営協議会や事前打合せに、課員、ＣＳアドバイザーが出席。 

○活動の視察 

 地域コーディネーターの活動について、課員、ＣＳアドバイザーが視察。 

 

④次年度以降の連携・協働活動の推進について 

・学校運営協議会への参加、地域コーディネーターとの定期的な情報交換や活動の視察。 

 ・モデル事業の取組を県域に発信。 
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 高大連携・地域連携に基づく東大津高校 STEAM教育プログラムの実践               

滋賀県 活動名 ： 東大津高等学校協働本部 東大津高等学校   学校運営協議会 ： ■有  □無 

地域学校協働本部概要  ※実施した活動内容全てに■印 

開始年度：令和６年度  地域学校協働活動推進員等：１人 ボランティア登録数：０人  

□学習支援（授業補助、学力補充等）   □図書ボランティア（読書活動支援・図書室環境整備）    □学校行事支援 

□子どもの安全確保、見守り       □部活動支援      □学校周辺環境整備       □学びによるまちづくり 

■地域人材育成（地域課題解決型学習、地域人材によるキャリア教育）      □地域行事への参加        □ボランティア・体験活動 

□郷土学習      □その他［                 ］ 

 

■ 事業を考案する主体（該当するすべてに■印） 

  ■学校   ■学校運営協議会   ■地域学校協働活動推進員等   □行 政  □その他（          ） 

 

■ 学校運営協議会で熟議された内容（地域学校協働活動に関わる内容等） 

・めざす学校像である、「生徒の夢をかなえる学校」、「保護者の期待に応える学 

校」、「地域に信頼される学校」を実現するため、以下のような取組を進める。 

・びわこ文化公園都市という立地を活かし、高大連携や県立美術館等の県立施設と 

の連携を一層深化させ、本校ならではの魅力ある教育を実践し、生徒の興味関心 

や学習意欲の向上を図る。 

・授業や総合的な探究の時間等で外部講師や地域人材を積極的に活用し、地域で活 

躍する人材の育成（公務員・教職員・医療従事者 他）につなげる。 

 

■ 地域と学校が協働した活動（特徴的な活動） 

・県立美術館と連携し、県立美術館にて、探究講演会や対話鑑賞を実施した。また、 

対話鑑賞の発展プログラムにも新たに取り組み、「対話鑑賞を用いた作品研究」や 

「生徒がファシリテーターを務める対話鑑賞」にも挑戦した。 

・龍谷大学とも連携し、瀬田キャンパスで、高等学校DX加速化推進事業（文部科学省指定）に関する取組や農学部アグリカフェ、探 

究発表会等を実施した。 

・滋賀県埋蔵文化財センターの協力を得て、「なぜ、5000 年前の人々が食べていたセタシジミは現代のものより大きいのか？」

実習を通して、文理横断的に探究した。 

 

■ 実施に当たっての成果および課題 

・学校運営協議会の委員から、建設的な意見や関係機関との連携についての助言が出されたことで、様々な取組が実現した。 

・個々の取組では、予想を超える進捗があり、校外の反響も大きかった。 

・「開かれた学校」を学校自身が意識することにより、様々な有益な情報が収集でき、   

信頼関係の構築につながった。 

・東大津高校のグラデュエーション・ポリシーで示している、変化の激しいこれから  

の社会において自己解決力を備えた人材を育成する取組を実践できた。 

・「総合的な探究の時間」や「主権者教育の充実事業」の取組については、行政や地域  

等を含めた関係機関の協力が不可欠であり、支援者の開拓が必要である。 

・小中学校の頃に地域ボランティア等を経験してきた生徒のサポートが必要である。 

・学校は生徒や生徒会の主体的な取組の支援に努めるとともに、成果を受験等で利   

用できるよう情報の収集と提供が必要である。 

 

■ 次年度にむけての展望（事業の予定等） 

・大学だけでなく、小中学校との連携も意識し、東大津高校周辺地域にある小・中・ 

高・大のすべてがつながる探究の取組の実践に挑戦する。 

・周辺大学や県立施設との更なる連携プログラムの開発にも取り組む。 

 

 

 

■ 地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）と協働する学校関係者（該当するすべてに■印） 

   ■校 長    □副校長    ■教 頭    ■地域連携担当教職員    ■その他（ 総合的な探究の時間担当教職員 ） 

 

 

 

【 龍谷大学での特別講義の様子 】 

報告書記入者（ 教頭 ） 

 

【 対話鑑賞の様子 】 
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報告書記入者（ 副校長 ） 

 愛知高校・愛知高等養護学校 地域とともにある学校「地域共学」                 

滋賀県 活動名 ： 愛知高等学校・愛知高等養護学校協働本部 
愛知高等学校・愛知高等養護学校 

学校運営協議会 ： ■有  □無 

地域学校協働本部概要  ※実施した活動内容全てに■印 

開始年度：令和６年度  地域学校協働活動推進員等：１人 ボランティア登録数：１０人  

□学習支援（授業補助、学力補充等）   □図書ボランティア（読書活動支援・図書室環境整備）    ■学校行事支援 

□子どもの安全確保、見守り       □部活動支援      □学校周辺環境整備       □学びによるまちづくり 

■地域人材育成（地域課題解決型学習、地域人材によるキャリア教育）      ■地域行事への参加        □ボランティア・体験活動 

□郷土学習      □その他［                 ］ 

 

■ 事業を考案する主体（該当するすべてに■印） 

  ■学校   ■学校運営協議会   ■地域学校協働活動推進員等   ■行 政  □その他（          ） 

 

■ 学校運営協議会で熟議された内容（地域学校協働活動に関わる内容等） 

・学校行事支援 

   ・地域人材によるキャリア教育 

   ・就業体験 

   ・学校の情報発信 

・校内環境整備  

 

■ 地域と学校が協働した活動（特徴的な活動） 

 【愛知高等学校】 

①愛荘町商工会の協力によりプレジョブシップ（２日間の就業体験）を実施した。 

「株式会社 ECHI」として以下のイベントに出店した。 

・愛荘町観光協会主催の「中山道宿場まつり」 

・愛荘町商工会主催の「愛荘66かまど祭り」 

      ・愛知高等養護学校主催「あいあいフェスタ2025」 

   【愛知高等養護学校】 

②「あいあいフェスタ 2025」の開催（『地域社会への参加と貢献』をテーマに掲げ、関係各所と連携しながら、地域と共に作り上げ

る行事へと発展させて計画した。） 

 

■ 実施に当たっての成果および課題 

   【愛知高等学校】 

①プレジョブシップにより就業に対する意識向上につながった。 

②「株式会社 ECHI」を起業し、出資金を募り、出店に関わる企画・運営（顧客ターゲットの分析を行う）について、自分たちで意見

を出し合い能動的な活動を行うことができた。 

【愛知高等養護学校】 

③生徒が地域の方々と交流しながら主体的に活動を楽しむ姿が見られた。 

④課題としては、以下のとおりであった。 

・より円滑な運営のために、来場者の予想される動線を踏まえた会場レイアウトを 

どうするか。天候が悪い場合の開催場所についてどうするか。 

・人手が足りない場合の応援体制をどうするか。体験活動をいれると手が回らない 

ところができてくる。 

・この行事の認知度と集客数を上げるためにはどうすればよいか。 

 

■ 次年度にむけての展望（事業の予定等） 

【愛知高等学校】 

①プレジョブシップの継続と共に就業体験できる新規の事業所等の開拓を継続して行いたい。 

②「株式会社 ECHI」を起業することで、出資金を募り利益を出し出資者に還元できるようにするとともに、地域との連携を深め

ていく。 

【愛知高等養護学校】 

③「あいあいフェスタ2025」を、今年度の反省を生かし、さらに地域と連携を進めるとともに生徒の学びが深められる取組とし 

たい。 

 

■ 地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）と協働する学校関係者（該当するすべてに■印） 

   ■校 長   ■副校長   ■教 頭   ■事務長  ■地域連携担当教職員    □その他（          ） 

【 「株式会社 ECHI」の活動の様子 】 

【 「あいあいフェスタ２０２５」 】 
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